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	「学びの共同体としての学校づくり」
	３ 「探究の手がかり」となる資料で考える授業
	４ 「グループ協同学習」で１人残らず参加できる授業
	５ 「コの字型の机配置」で対話と共有のある授業
	６ 「振り返り（省察）」で学んだ意味をたしかめる授業
	◇ 協同的な学習では，次のような効果も期待されます。
	基本理念
	１ ３つの柱に基づく具体的施策
	（１） 授業を軸とした学校づくり
	② 家庭や地域との連携により，校外における児童生徒の安全を確保する。
	そのために，次のような授業づくりに全ての学校で取り組む。





